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者を対象としています。このリファレンス・アーキテクチャーでは、インテル® データセン
ター・マネージャーとインテル® ノード・マネージャーを利用してデータセンターの電力
管理ソリューションを構築する方法を記載しています。
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概 要

2011年 3月 11日に起きた東日本大震災
は甚大な被害をもたらし、直後には原子力発
電所の操業が停止し、各地で停電が発生し
ました。2011年夏、タイでは洪水によって甚
大な被害が広い範囲で生じ、停電も起こりま
した。このような大規模な自然災害は、デー
タセンターを運用する企業にとって非常に大
きな問題です。

従来、データセンター運用会社は、データセン
ターの消費電力をできる限り削減するため、
仮想化技術の推進、サーバー台数の削減、
最適化された効率的な空調技術の導入にも
取り組むなどの努力を行ってきました。

こうした取り組みは、通常の稼動条件下での
電力使用状況を安定させる効果はあります
が、大規模な自然災害が発生した後の非常
時においては効果がありませんでした。実際、
東日本大震災では、被災地近辺のデータセン
ターの多くが、設備の損害は比較的軽微でし
たが、電力供給が困難になったため、ついに
は運転を停止せざるをえませんでした。

一般に、データセンターは電力供給が断たれ
るとUPSなどの短時間用の補助電源と自家
発電機などの長期間保持電源でサーバーや
空調などの電力を供給します。しかし、自家
発電機の燃料が不足したり、道路網の被害
により自家発電機用の燃料の補給が途絶え
るといったことが、東日本大震災の被災地近
辺のデータセンターで発生しました。

また、突発的な大規模災害ほどの状況では
なくとも、東日本大震災直後に起こった広域
な電力不足による輪番停電や、夏季のピーク
電力削減など、データセンター事業者に新た
な電力削減が求められています。

このリファレンス・アーキテクチャーでは、
インテル® ノード・マネージャー・テクノロジー
に対応したサーバーとそれらを管理する
インテル® データセンター・マネージャーを使
用して、データセンターにおける効率的な電
力管理を行う方法を示します。

インテル® ノード・マネージャーのパワー・
キャッピング機能によって、サーバーの消費
電力の上限を強制的に設定できます。これに
より、更に適切なデータセンターの電力管理
が可能になります。

まず、単一のサーバーを制御するだけでなく、
複数のサーバー間の電力ポリシーの統一を
実現することが可能なインテル® データセン
ター・マネージャーを用いて、データセンター
全体のピーク電力削減計画を策定し、例えば
電力需要の大きい夏期のピーク時において、
最低限のアプリケーション・パフォーマンスの
要件を確保しながら、消費電力を削減する設
定方法とその効果について示します。

さらに、大規模災害などに伴う長期停電発生
時の場合では、サーバーの性能を落として
可能な限りデータセンターの運転を持続させ
る必要があります。インテル® ノード・マネー
ジャーと、インテル® データセンター・マネー
ジャーを用いてパワー・キャッピングを行い、
データセンターの電力を最小限に抑え、非常
用電源による運用時間を最大限に延長する
方法を示します。

最後に、インテル® ノード・マネージャーのパ
ワー・キャッピング機能を用いた場合に、デー
タセンターの全体的な消費電力がどの程度
効率化出来るかを示します。

夏場の PUE（電力使用効率）が 1.6程度
のデータセンター区画を想定したシミュレー

ション結果では、夏季のピーク電力はデータ
センター全体で 16～ 18%程度削減できる
ことが実証されました。また同様のシミュレー
ションで、サーバーの性能を半分程度に制限
した場合、データセンター全体の運転時間が
約 1.8倍まで延長できることが示されました。

このように、インテル® データセンター・マネー
ジャーとインテル® ノード・マネージャーを組
み合わせることで、大きな節電効果を上げら
れることがわかりました。この方法によって、
データセンターの効率的な電力管理の導入
が可能となります。

今後は、データセンターの省電力化だけで
はなく、一定の電力消費に留めたり、夏季
の電力を 10%削減する、などの新たな SLA
（Service Level Agreement）を 定 義 で
きるかもしれません。このような SLAによっ
て、政府の規制や企業の独自指標である電
力削減目標を達成することも容易でしょう。さ
らに、電力事情の悪いいくつかの国でも有効
な技術であり、インテル® ノード・マネージャー
とインテル® データセンター・マネージャーは
様々な国での展開が期待されます。
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はじめに

2011年 3月 11日、東日本で発生した地震
と津波は、建物の破壊、停電、通信ケーブル
や海底ケーブルの破損など、データセンター
運用会社にも大きな被害をもたらしました。

特に、停電が長引いたことは深刻な問題でし
た。通常、データセンターが停電に見舞われ
た場合、UPSとバックアップ電源が数分～約
10分ほど電力を供給します。その間に自家
発電機が起動し、サーバーなどの IT機器と
空調設備に十分な電力を供給します。ほとん
どのデータセンターは、自家発電機の燃料
供給業者とも契約しています。しかし、広域
な大災害の場合は、従来では想定されてい
ない長期間の停電および道路網の被害のた
め、一部のデータセンターでは燃料の補給が
途絶えてしまいました。燃料タンクの備蓄量
はデータセンターによってさまざまですが、お
おむね 1～ 3日分しかありません。このよう
な状況においてサーバーなどの IT装置をい
かに保護するかは、運営者にとって大きな課
題です。

さらに、地震による直接的被害のみならず、
地震と津波によって福島県で発生した原発
事故の影響は、日本各地の原子力発電所に
も及びました。日本は地域ごとに電力会社が
1社ずつあり、発電量の 30～ 40%を原子
力発電に依存しています。しかし、福島の原
発事故以降、各地の原子力発電所も検査の
ために順次稼動を停止しました。

原子力発電所の稼動停止により、日本全国
が電力不足に陥りました。日本政府は、電力
使用量の大きい夏期には使用電力削減目標
を設定し、東京電力管内の大口事業者に対
して電力使用制限を要請しました。さらに、
各地域で毎日約 3時間の計画停電も実施さ
れました。

このように、従来、発電・電力供給において
信頼性が高いと言われていた日本でも、自然
災害により一気に電力不足や電力供給不安

定に陥ることがあります。他の国においても
電力インフラが不安定なところも多く、データ
センター事業者は下記の課題に対応するべ
く、新たな取り組みが必要とされています。

（1）  自然災害によって引き起こされる広範
囲にわたる長期的な電力不足

（2）  夏期など、電力需要がピークを迎える
時期の季節的な電力不足

従来、データセンターは仮想化技術や高性
能サーバーを用いてサーバー台数を削減し
たり、効率的な空調技術を導入するなど使用
電力の削減に努めており、二酸化炭素排出
量の削減や資源のリサイクルなど環境指向で
した。

当然ながら、環境指向の電力管理という側
面は継続しますが、これに加えダイナミックな
環境における持続性にも今後は重点が置か
れるでしょう。

また、ダイナミックな環境における積極的な
電力管理が、今後は必須になるであろうと考
えられています。

製品概要

インテル® パワー・マネジメント・ 
テクノロジー

マイクロプロセッサーは、サーバー内で最も
電力を消費するコンポーネントであり、従来
から電力管理戦略の焦点となってきました。
ソリッドステート・ドライブなどの新たに登場
したテクノロジーには、消費電力を大幅に削
減できる可能性があり、将来的には、メモリー
の消費電力管理機能の組込みも予定されて
います。

インテル® ノード・マネージャーとインテル® 
データセンター・マネージャーは、データセン
ターの標準的な電力要件に対処することを
目的として設計されています。

インテル® データセンター・マネージャー
（インテル® DCM）

インテル® DCM SDKは、データセンターの
サーバー、ラック、およびサーバーグループ
の電力と温度を監視し、管理することができ
ます。管理コンソールベンダー（ISV）とシス
テム・インテグレーター（SI）は、自社のコン
ソールまたはコマンドライン・アプリケーション
にインテル® DCMを統合することで、より価値
の高い電力管理機能を提供できます。これら
のテクノロジーは、新しい電力管理パラダイ
ムを実現し、ワークロードによるパフォーマン
スへの影響を最小限に抑えます。

インテル® ノード・マネージャー

インテル® ノード・マネージャーは、インテルの
サーバー・チップセットを搭載した、インテル® 
Xeon® プロセッサー 5500番台以降のプ
ラットフォームに搭載されています。更に、
2012年に発表されたインテル® Xeon® プロ
セッサー E5-2600製品ファミリーを搭載し
たサーバー・プラットフォームで採用された新
バージョンのインテル® ノード・マネージャー
2.0では、その機能がさらに向上しています。
インテル® ノード・マネージャーにより、個々の
サーバーの電力と温度の監視、ポリシーベー
スの電力管理が可能となります。インテル® 
ノード・マネージャーの各機能には、サポー
トされるベースボード管理コントローラー
（BMC）上の標準規格に基づく IPMIインター
フェイスからアクセスできます。インテル® ノー
ド・マネージャーを使用するには、PMBus*
標準準拠の制御機能を備えた電源装置が必
要です。

インテル® ノード・マネージャーの主な機能は
以下のとおりです。

•  リアルタイムの電力監視

•  プラットフォーム（サーバー）の消費電力上
限設定
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•  電力のしきい値アラート

•  数サイクルの電圧降下による過渡フォール
トに対するサーバーの耐障害性を向上さ
せる、スマート・ライドスルー（SmaRT）

•  電源ユニットの故障により電源供給が不
安定な状況でも稼動を継続できる、最適化
されたプラットフォーム設計を実現するク
ローズド・ループ・システム・スロットリング
（CLST）

インテル® Xeon® プロセッサーは、電圧と動
作周波数のスケーリングによって消費電力
を調整します。動作周波数が低下すると、電
圧が下がり、消費電力も削減されます。削
減の度合いは、一定の電圧と周波数が設定
された段階ごとに決まっています。インテル® 
Xeon® プロセッサー 5500番台では、こうし
た段階が複数用意されています。これらの段
階は ACPI09で定義されており、「Pステー
ト」と呼ばれます。P0は、名目上、電力の制
約がない標準的な運用状態を示します。P1、
P2と段階を追うごとに、設定された消費電
力の上限値が厳しくなります。

電圧と周波数のスケーリングは、システム全
体のパフォーマンスにも影響するため、アプリ
ケーションへの制約が生じることにもなります。 

制御範囲は、1マイクロプロセッサー当たり
数十ワットに制限されています。これは、個々
のマイクロプロセッサー・レベルで見るとわず
かな量に思われますが、大規模なデータセン
ターに通常存在する何千、何万ものマイクロ
プロセッサーに適用すると、月ベースでは数
百キロワットの省電力につながる可能性が
あります。インテル® ノード・マネージャーは、
ベースボード管理コントローラーのチップセッ
ト拡張機能であり、ノード（サーバー）レベル
でのインバンド /アウトオブバンドの電力監視
および管理を可能にします。

2012年に発表されたインテル® ノード・マ
ネージャー 2.0対 応 プラットフォーム は、

インテル® Xeon® プロセッサー E5-2600
製品ファミリーでサポートされる Running 
Average Power Limiting（RAPL）インター
フェイスを使用することで、より柔軟な消費電
力上限設定の範囲を可能とし、消費電力上
限の目標値に到達する反応スピードもアップ
しています。また、特定のアプリケーションご
とのきめ細かな電力制御も可能となります。
サーバー全体だけでなく、CPUとメモリー・サ
ブシステムまたは「ドメイン」についても、消費
電力上限設定の監視および適用が可能にな
ります。

電力管理ロジックは、チップセットに組み込ま
れたマイクロコントローラーであるマネジメン
ト・エンジン（ME）によって実行されます。ME
は、ベースボード内のフラッシュメモリーに格
納されたファームウェアを実行します。MEは、
PMBus規格準拠の電源と RAPLインター
フェイスによって測定されたプラットフォーム
消費電力に基づいて、CPUとメモリーの電
力を制御します。また、温度データは空気
吸入口の温度センサーから読み取ります。
インテル® ノード・マネージャーは、これらの
複数のセンサーと制御機能を利用して、ユー
ザーにとって意味のあるサーバー・プラット
フォーム・レベルの電力管理機能を提供しま
す。インテル® ノード・マネージャーが消費電
力の上限設定を適用するためには、ACPI準
拠のオペレーティング・システムが機能してい
る必要があります。
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テストベッド環境

データセンター・マネジメント・サーバー + 3台のデータセンター・サーバー

サーバー構成図
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ハードウェア

インテル® ホワイトボックス・サーバー

シャーシ 4U

電源 2×750W 

プロセッサー
2×インテル® Xeon® プロセッサー Sandy Bridge-EP* 8コア
2.70GHz、8.0GT/s、20MB、130W、C0ステッピング、QB79

ベースボード インテル® サーバーボードCanoe Pass

チップセット インテル® チップセットPatsburg、C0ステッピング –B SKU

I/Oポート 5×PCIe x8、1×PCIe x8（x16コネクター使用）

LAN オンボード：クアッドLAN 10/100/1000MB（インテル® NIC Powerville）

グラフィックス オンボード IBMC：VGA

メモリー 8×4GB LV DDR3 1333 RDIMM

ハードディスク・ドライブ 1×1TB SATA 7200RPM

ROM DVD/CD R/W

ソフトウェア

データセンター・サーバー

OS VMware* ESXiバージョン4.1

仮想サーバー /OS 20台の仮想サーバー /Cent OS 5.7

データセンター・マネジメント・サーバー

OS Microsoft* Windows Server* 2008 R2 Enterprise Japanese Edition

ソフトウェア インテル® データセンター・マネージャー
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セットアップ

開 始
ブラウザーを起動して、http://[BMC IP address]:8686/DataCenterManager/ へ接続します。
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サーバー・エンティティーの追加
この手順は、サーバーを管理対象エンティティーとしてインテル® データセンター・マネージャーに追
加する方法を示しています。

［Configuration］->［Add Managed Util ity…］を選択します。

 
［Managed Entity Properties］画面が開きます。
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以下のサーバー・エンティティー情報をインテル® データセンター・マネージャーに入力します。

 - サーバーの名称
 - エンティティーのタイプ、［Server］を選択
 - コネクター名、［Intel® Node Manager V2.0］を選択
 - マネジメントDCMサーバー、［Central Server］を選択
 - BMCアドレス、追加するサーバーの IPアドレス
 - BMCユーザー名、例：root
 - BMCパスワード
 - 低減定格電力、［100］に設定

完了したら、［Save］をクリックします。

エンティティーが次のように追加されます。
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サーバーグループの構成
この手順は、複数のサーバーを管理対象グループ・エンティティーとしてインテル® データセンター・マ
ネージャーに追加する方法を示しています。

［Configuration］->［Add Group…］を選択します。

 
以下のサーバーグループ情報をインテル® データセンター・マネージャーに入力します。

 - グループの名称
 - エンティティーのタイプ、［Data center］を選択
 - マネジメントDCMサーバー、［Central Server］を選択

完了したら、［Save］をクリックします。
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新しいポリシーの設定
この手順は、新しいポリシーの設定方法を示しています。 
この手順の後で電力のしきい値を設定します。

［Configuration］->［Policies…］を選択します。

［Policies l ist］画面が開きます。［New］をクリックします。［Policy Detail］画面が開きます。
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パワー・キャッピングのしきい値の設定
この手順は、パワー・キャッピングのしきい値の設定方法を示しています。

1. サーバーの消費電力の上限を220Wに設定します。

 ［Policy Detail］画面に詳細な情報を入力します。

 - ポリシーの説明
 - ポリシーのタイプとして［Customer Power Limit］を選択
 - エンティティー名を選択する。この場合はサーバー・エンティティーを選択
 - この場合は［Threshold(W)］に220を入力
 -  ［Reserve Budget(W)］に0を入力
 -  ［Policy Enabled］にチェック

完了したら、［Save］をクリックします。
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モニターとグラフの設定
［Configuration］->［Trending Data Selection Options］を選択します。

 
画面上にグラフで表示するデータをチェックします。 
完了したら、［Save］をクリックします。
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測定期間の設定
この手順は、測定期間などの測定オプションの設定方法を示しています。

［Configuration］->［Global Options］を選択します。

 
測定期間を秒単位で選択します。 
完了したら、［Save］をクリックします。
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単一サーバーの監視とパワー・キャッピング効果の表示
単一の管理対象サーバーのグラフを表示するには、左側のバーでサーバー名を選択します。 
指定した電力グラフが右側の領域に表示されます。

サーバーグループの監視とパワー・キャッピング効果の表示
管理対象サーバーのグループのグラフを表示するには、左側のバーでグループ名を選択します。 
指定した電力グラフが右側の領域に表示されます。
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ユースケース

事前確認

ここでは 7台のサーバーを収容するラックが 100架設置されたデータセンターを想定します。

 
データセンターの電力効率は、通常は PUE（電力使用効率）で測定されます。一般的には PUE値が
小さいほど効率化されたデータセンターと言えますが、PUE値は気候やサーバーの台数によって変
わるため、絶対的な基準ではありません。熱帯アジアのデータセンターでは、高温と高湿度に対して
空調が多用されるため、PUE値は悪く、寒冷地に数万台のサーバーを収容したデータセンターは、
優れた PUE値を示します。 

今回、1年のうち空調効率が最も悪くなる夏期の値として、このデータセンターの PUE値を 1.6とし
て計算します。
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高負荷サーバーと低負荷サーバー

データセンターに収容されるサーバーにはさまざまな用途がありますが、ここでは説明を単純化する
ために、高度な数値計算のシミュレーションを行い CPUに高い負荷をかける高負荷サーバーと、ファ
イルサーバーのように CPUの負荷が小さい低負荷サーバーの 2種類について検討します。

事前にそれぞれのサーバーのパフォーマンスと上限設定の関係について示します。高負荷サーバー
は最大電力まで使用していますが、低負荷サーバーでは約 220Wしか使用していないことがわかり
ます。また、同時にサーバーの吸気口と排気口の温度も測定しています。

ユースケース1：夏期のピーク時の消費電力を削減

夏期には外気が高温で高湿度になるため、空調の効率が低下し、データセンターの消費電力は増加
します（以下を参照）。

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

夏季のピーク電力の削減
（約10％）
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夏期は消費電力が約 10%増加するため、夏期のデータセンターの消費電力を 10%削減すること
が目標となります。

ただし、消費電力の削減のためにデータセンターに収容されるサーバーのパフォーマンスが多少の
影響を受けるとしても、パフォーマンスの低下は許容範囲内に抑える必要があります。ここでは、デー
タセンターの消費電力に対する影響のシミュレーションを行い、許容範囲内のパフォーマンス低下に
関する2種類のサーバー利用手法を検討します。

高負荷サーバーの場合、最大消費電力 340Wの 90%である260Wに上限値を設定します。一方、
低負荷サーバーは、最大消費電力の 70%である 160Wに上限値を設定します。消費電力の上限
設定によるパフォーマンスへの影響は、サーバーの用途によって大きく異なり、数値で一般化すること
は困難です。ただし、このユースケースでは、高負荷サーバーは、仮想化環境のため、パフォーマン
スが約 10%のパフォーマンス低下は許容範囲としました。また、低負荷サーバーには CPUに依存す
る処理がほとんどないと考えられたため、パフォーマンスが約 30%のパフォーマンス低下を許容範
囲としました。もちろん、用途が異なれば、必要な性能レベルも異なる点に注意してください。
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高負荷サーバーの場合

データセンターの総消費電力のうち、サーバーの総消費電力を除く空調電力や電力損失は、消費電
力の上限設定後に変化しないものとします。

上限設定前のサーバーの総消費電力 = 340W x 7 x 100 = 238,000W
上限設定前のデータセンターの総消費電力 = 238,000W x 1.6 = 380,800W
サーバーを除くデータセンターの総消費電力 = 142,800W

ただし、排気口温度が低下することから、制御可能な空調システムを使用した場合、一部の空調ユニッ
トを停止できる可能性があるため、空調電力の削減が可能になると考えられます。その削減可能な
空調電力を14,000Wとします。

上限設定後のサーバーの総消費電力 = 260W x 7 x 100 = 182,000W
上限設定後のデータセンターの総消費電力 = 182,000W + 142,800W - 14,000W = 310,800W
上限設定後の総消費電力削減率 = (380,800 W - 310,800W)/380,800W * 100 = 18.38%

低負荷サーバーの場合

データセンターの総消費電力のうち、サーバーの総消費電力を除く空調電力や電力損失は、消費電
力の上限設定後に変化しないものとします。

上限設定前のサーバーの総消費電力 = 220W x 7 x 100 = 154,000W
上限設定前のデータセンターの総消費電力 = 154,000W x 1.6 = 246,400W
サーバーを除くデータセンターの総消費電力 = 94,400W

上限設定後のサーバーの総消費電力 = 160W x 7 x 100 = 112,000W
上限設定後のデータセンターの総消費電力 = 112,000W + 94,400W = 206,400W

上限設定後の総消費電力削減率 = (246,400W - 206,400W)/246,400W * 100 = 16.23%

上記の計算から、夏期のピーク時の消費電力を削減するために、サーバーの用途に応じてパフォー
マンス低下の許容範囲内で可能な限り低い上限設定を行った場合、16～ 18%程度のデータセン
ター電力削減が期待できることがわかります。
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図 4.  サーバー全体で 23.5％、データセンター
区画全体で約 18％の電力量削減

図 5.  サーバー全体で 27.3％、データセンター
区画全体で16％の電力量削減
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ユースケース2：電力供給の停止が長引いた場合にデータセンターの稼動時間を延長 

停電が数時間と判明している場合であれば通常の自家発電機の稼動で問題ありません。しかし、広域
災害によって停電が発生し、復旧の予想がつかない場合は、パフォーマンスを犠牲にしてでも、データ
センターの稼動時間を延長することが優先されます。

ここでは、復旧の予想がつかない停電時に、パフォーマンスを半分程度に制限して自家発電機から
データセンターに電力を供給している場合、データセンターの稼動時間をどの程度延長できるかのシ
ミュレーションを行います。

 
高負荷サーバーと低負荷サーバーのいずれも、消費電力の上限値を140Wに設定しました。 
この場合、パフォーマンスは最大パフォーマンスの約 45%になります。
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高負荷サーバーの場合

データセンターの総消費電力のうち、サーバーの総消費電力を除く空調電力や電力損失は、消費電
力の上限設定後に変化しないものとします。

上限設定前のサーバーの総消費電力 = 340W x 7 x 100 = 238,000W
上限設定前のデータセンターの総消費電力 = 238,000W x 1.6 = 380,800W
サーバーを除くデータセンターの総消費電力 = 142,800W

ただし、排気口温度が低下することから、制御可能な空調システムを使用した場合、一部の空調ユニッ
トを停止できる可能性があるため、空調電力の削減が可能になると考えられます。その削減可能な空
調電力を28,000Wとします。

上限設定後のサーバーの総消費電力 = 140W x 7 x 100 = 98,000W
上限設定後のデータセンターの総消費電力 = 98,000W + 142,800W – 28,000W = 212,800W

上限設定後の総消費電力削減率 = (380,800 W - 212,800W)/380,800W * 100 = 42.12%

低負荷サーバーの場合

データセンターの総消費電力のうち、サーバーの総消費電力を除く空調電力や電力損失は、消費電
力の上限設定後に変化しないものとします。

上限設定前のサーバーの総消費電力 = 220W x 7 x 100 = 154,000W
上限設定前のデータセンターの総消費電力 = 154,000W x 1.6 = 246,400W
サーバーを除くデータセンターの総消費電力 = 92,400W

ただし、排気口温度が低下することから、制御可能な空調システムを使用した場合、一部の空調ユニッ
トを停止できる可能性があるため、空調電力の削減が可能になると考えられます。その削減可能な空
調電力を14,000Wとします。

上限設定後のサーバーの総消費電力 = 140W x 7 x 100 = 98,000W
上限設定後のデータセンターの総消費電力 = 98,000W + 92,400W – 14,000W = 136,400W

上限設定後の総消費電力削減率 = (246,400W - 136,400W)/246,400W * 100 = 44.64%

上記の計算から、緊急時の自家発電機による運転であっても、同量の燃料で1.78～ 1.80倍のデー
タセンター稼働時間延長が期待できます。
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考慮事項

インテル® データセンター・マネージャーでは、
1インスタンスで最大 5,000ノードまで管理
できます。より大規模な構成では、複数インス
タンスが必要です。

まとめ

今回の検証では、インテル® Xeon® プロセッ
サー E5ファミリーおよびインテル® ノード・マ
ネージャー、インテル® データセンター・マネー
ジャーを活用することにより、データセンター
の消費電力を想定以上に削減が可能である
ということが分かりました。この結果は、デー
タセンター・ビジネスの事業継続に直結し、
ミッション・クリティカルなシステムをデータ
センターへ預ける顧客に対して、信頼性と安
定性の高いサービスの提供につながります。

将来的には、サーバーの電力管理機能と空
調などの設備施設の電力管理機能とを連動
し、データセンター全体の消費電力の監視と
管理をダイナミックに自動化していくことが望
まれます。

さらに、インテル® ノード・マネージャーを利用
した新しいビジネスモデルを構想中で、サー
ビスレベル・アグリーメント（SLA）の概念を
消費電力にまで拡大し、消費電力が一定の
値を超えないことを保証することで、顧客のグ
リーン ITを支援する新しいサービス展開も
模索しています。

用語集

PUE ：電力使用効率
SLA ：サービスレベル・アグリーメント

参考資料

NTTデータのグリーン・データセンター
http://bs.nttdata.co.jp/dc/green/

インテル® ノード・マネージャー
ht t p : / / w w w . i nt e l . co m / t e c h n o l o g y /
（英語）

インテル® データセンター・マネージャー
h t t p : / / s o f t w a r e . i n t e l . c o m / s i t e s /
d a t a c e n t e r m a n a g e r /（英語）

インテル® DCMの拡張性
h t t p : / / s o f t w a r e . i n t e l . c o m / s i t e s /
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（英語）

PMBus*
http://pmbus.org/specs.html（英語）
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http://www.intel.com/technology/
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